
紹

介

鱒
田
本
服
飾
史

櫻
弁
　
秀
著

　
服
飾
輿
に
關
す
る
型
番
で
從
來
世
に
繊
で
た
も
の
は
比
較
的

稀
で
あ
っ
て
、
斯
界
は
爾
ほ
象
開
拓
の
儘
に
置
か
れ
て
あ
る
ミ
調

っ
て
よ
い
。
薯
者
は
夙
に
此
の
方
而
に
着
目
し
、
贋
く
蕎
記
古
書

を
探
っ
て
之
が
乳
搾
推
移
の
駄
況
を
考
究
さ
れ
つ
・
あ
る
が
、
其

の
…
業
績
ミ
し
て
現
は
れ
た
も
の
が
邸
ち
本
書
で
あ
る
。
先
づ
総

論
に
於
て
は
先
入
の
服
飾
史
研
究
の
圃
顧
、
補
助
墨
継
、
時
代
別

ミ
其
根
糠
、
服
地
史
の
資
料
を
概
説
し
て
あ
る
外
、
人
類
服
飾
の
起

源
及
分
化
、
西
入
の
服
飾
分
類
に
於
け
る
B
本
服
飾
の
位
置
を
述

べ
、
入
営
の
華
魁
、
口
本
人
の
構
成
に
就
い
て
概
要
を
蓮
べ
て
あ
る

の
は
掃
き
意
味
に
於
け
る
服
餓
の
概
念
を
讃
考
に
與
へ
ん
爲
で
あ

っ
て
，
行
暦
い
た
著
者
の
注
意
が
矯
取
さ
れ
る
。
本
論
に
入
っ
て

は
、
上
代
難
本
入
の
生
活
に
南
方
的
色
彩
の
濃
厚
で
あ
る
事
を
認

め
て
其
の
服
装
に
就
い
て
詳
熱
し
、
‘
夏
に
北
方
系
の
服
装
に
就
い

て
も
述
べ
、
陰
野
紳
帝
前
後
朝
鮮
港
島
か
ら
の
文
化
の
流
入
に
綾

　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
介

っ
て
我
か
服
飾
界
に
璽
大
な
る
攣
化
が
起
り
、
推
古
朝
大
陸
S
の

交
遍
に
よ
り
夏
に
急
藩
な
る
進
展
を
見
る
事
S
な
っ
た
ミ
蓮
べ
て

其
の
以
後
に
於
け
る
服
飾
界
の
慶
遷
を
通
観
し
、
卒
安
朝
は
之
を

初
世
（
寛
李
延
喜
の
頓
迄
）
中
世
（
承
李
天
慶
か
ら
院
政
の
幽
観
後

陣
）
三
巴
（
掘
河
院
頃
以
後
）
の
三
期
に
分
っ
て
各
期
の
澱
會
及
び

生
活
の
特
徴
よ
O
男
女
服
装
の
種
類
、
構
旗
、
推
移
等
に
つ
い
て

述
べ
て
あ
る
。
其
中
に
砲
の
縫
腋
は
丈
宜
所
用
の
も
の
，
閣
腋
は

一
定
の
範
園
に
於
て
武
富
の
著
撫
し
た
も
の
で
あ
る
事
、
當
色
抱

ミ
位
砲
ミ
は
溺
物
で
あ
る
事
、
橡
砲
の
由
來
及
び
其
れ
が
位
鞄
、
こ

別
物
で
あ
っ
た
事
に
就
い
て
古
爽
の
誤
解
を
正
し
て
あ
る
の
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
橡
砲
の
橡
の
宇
が
橡
ミ
な
っ
て
み
る
の

は
誤
雄
で
あ
ら
・
フ
。
次
に
鎌
倉
時
代
・
こ
室
町
階
代
の
磁
化
の
特
質
・

を
叙
し
て
鷲
型
服
飾
の
推
移
ミ
新
型
服
装
の
護
蓬
に
及
び
、
更
に

江
戸
畦
代
に
於
け
る
服
飾
界
の
特
色
は
階
級
的
定
型
の
完
成
、
師

ち
公
家
風
、
武
家
風
、
鷹
痛
風
の
三
者
の
封
立
で
あ
る
霊
い
っ
て

其
筋
に
於
け
る
代
表
的
型
式
に
就
い
て
概
言
し
、
終
り
に
海
外
文

化
の
影
響
に
依
る
服
飾
界
の
動
揺
ざ
洋
装
の
探
用
ε
に
就
い
て
蓮

べ
て
み
る
。
全
編
叙
蓮
挙
明
で
あ
っ
て
↓
複
雑
な
る
服
飾
界
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
九
　
（
四
五
七
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
紹
　
　
介

象
を
よ
く
要
を
摘
ん
で
纒
め
ら
れ
、
殊
に
｝
々
の
章
典
を
比
較
的

詳
細
に
暴
け
て
あ
る
の
は
斯
界
の
研
究
者
に
ミ
つ
て
稗
肥
す
る
所

が
少
く
な
い
。
唯
だ
張
ひ
て
希
望
を
云
へ
ば
策
五
打
中
の
腺
飾
界

の
動
揺
及
洋
装
探
用
の
章
に
富
め
て
あ
る
武
家
服
翻
概
要
特
に
上

下
ぐ
」
そ
の
種
類
の
項
は
や
は
り
肚
會
の
階
級
ε
服
飾
定
型
の
章
中

に
牧
め
て
ほ
し
か
っ
た
こ
ε
で
あ
る
。
（
四
六
版
三
五
九
頁
、
東
京

雄
山
閲
回
覧
行
、
槽
燈
一
。
六
〇
）
〔
松
野
〕

鯵
海
南
小
一

柳
田
國
男
著

　
牧
む
る
ε
の
こ
ろ
海
南
小
記
、
與
那
國
の
女
た
ち
，
南
の
島
の

清
水
、
炭
焼
小
五
郎
が
事
、
阿
邊
三
佐
の
島
の
五
篇
の
う
ち
、
海

南
小
一
二
十
九
章
は
大
正
九
年
十
二
月
十
九
日
よ
り
翌
年
二
月
九

日
ま
で
著
者
が
学
行
さ
れ
た
臼
杵
宮
崎
ミ
北
洲
南
東
海
岸
よ
り
薩

南
諸
島
を
経
、
坤
縄
群
島
に
及
び
、
更
に
先
島
列
島
に
到
る
間
の

見
聞
録
で
あ
っ
て
，
南
國
の
風
景
文
物
風
習
は
勿
論
．
島
々
村
々

に
残
っ
て
居
る
徳
詮
や
ら
古
老
の
物
語
や
ら
，
或
は
村
入
の
物
語

る
珍
奇
談
を
夢
の
や
う
な
美
し
い
筆
で
叙
述
し
た
も
の
で
、
ミ
か

く
。
。
皐
調
に
隔
り
易
い
蕨
行
記
を
こ
れ
位
に
面
白
く
流
暢
に
も
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
魏
三
號
　
　
一
ご
○
　
（
四
五
入
）

ら
れ
た
の
は
著
渚
の
筆
致
の
脅
由
な
事
の
外
に
、
郷
土
に
關
す
る

深
い
輝
解
叢
浮
い
同
惰
¶
こ
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
事
は
疑
の

な
い
事
で
あ
ら
う
。
殊
に
私
は
石
敢
當
に
訂
す
る
著
者
の
観
察
に

岡
意
を
表
し
、
輿
望
國
の
女
た
ち
の
生
活
、
炭
焼
小
五
郎
の
物
語

に
恩
は
す
引
き
込
ま
れ
て
一
名
に
讃
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
を
白

玉
す
る
。
所
々
に
地
面
を
挿
入
し
て
讃
者
を
し
て
著
者
、
こ
共
に
其

の
境
地
に
あ
る
思
を
せ
し
め
、
少
い
な
が
ら
も
爲
眞
版
を
以
て
詮

明
を
補
ふ
て
居
る
の
は
、
此
の
種
の
薯
書
ぐ
」
し
て
は
是
非
か
く
あ

る
べ
き
事
の
範
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
四
六
版
三
七
九
頁
、
、
東

京
大
岡
山
書
店
稀
薄
、
慣
滲
・
試
○
）

⑳
郷
土
會
記
録

柳
田
國
男
編

　
編
者
や
新
渡
邊
博
士
を
中
心
ミ
し
て
明
治
四
十
三
年
秋
に
創
立

さ
れ
大
正
八
年
末
頃
ま
で
に
六
十
何
回
か
の
爆
睡
を
開
い
て
い
ろ

く
郷
土
に
帯
す
る
物
語
や
調
査
や
研
究
が
行
は
れ
た
郷
土
會
の

記
録
で
、
主
ミ
し
て
稗
田
氏
の
手
記
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
ら
し
い
。
郷
土
常
例
會
の
記
事
の
間
に
、
伊
豆
の
白
濱
曳
こ
丹

波
の
雲
原
、
三
本
木
村
風
立
の
話
、
豊
後
の
由
布
村
、
湯
埣
村
ミ


